






















父は生きておりますと、 1 19 歳になります。亡





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ゴールドパーは 1 オンスを 93 本で代金としまし
たが、戦時中の事故で、手に届きましたのは、 30
数本だったと父は申します。日本人が金の延べ棒
など所有してますと、危ないので、父の知人の中
国人に預け、毎日必要なだけお金に換えて来ても
らいました。父がゴールドパーを預けた中国人は
台湾の方でした。（当時は日本籍ですが）父の一
橋時代のゼミの学生でした。彼は当時敗戦の 2 年
前でしたか、上海市で漸江銀行に勤めていました
が、副業で聞物資を動かし、釘を多量に貯めたの
はよいのですが、ある日火事で家が焼け、焼け跡
には燃え残りの釘が山のように出てきた始末。す
ぐ日本憲兵隊に摘発され、銃殺にすると言い渡さ
れました。「ただし、日本人の身元引受人があれ
ば命は助けてやる。」当時は日本軍が恐ろしく、
誰一人彼を引き受ける日本の知人はおりません。
その時、彼の頭の中にひらめいたのは本間喜一で
した。父は快く彼を助けました。日本憲兵隊長の
前に進み、父は申しました。「この男は、私がー
私の父本間喜ーを語る
橋大学で教え、私のゼミの学生でした。彼が法律
を犯したと言うのであれば、私の教え方が足らな
かったのかもしれません。本人を引き取り、よく
教えるつもりです。私はこの男の身元引き受けに
参りました」。こんな経緯で、この男は父を命の
恩人と心に定めたのです。中国人は恩義を大切に
し、一生忘れないものを持つのです。ですからあ
の敗戦の最中、先生にはサラリーを出し、学生達
にはお小遣いをあげられたのです。
父は米沢藩に伝わる小冊「糧飯の事」という飢
鐙に対する備えの心得を知っていたからでしょ
う。 Bl の足りない食生活は脚気になり、心臓を
悪くすることなどは、小豆を食べるようにすると
避けられますもの。運が良かったとしか申せませ
んが、父は敗戦の翌年の 3 月、全員を連れ、引き
揚げて日本に帰ることができたのです。無論、同
文書院以外の日本人達も引き連れて団長としての
帰国です。また、父は同文書院の成績簿、学籍簿
をうまく皆様の荷物の中に手分けして持ち帰りま
した。中国の役人に見つかったらば大変なことに
なります。父はその時は自分が責任を取るつもり
だ、ったと、なぜなら大学にとって学籍簿という品
は、私達の戸籍謄本と同様なのです。東亜同文書
院の学生さん方は、父のおかげで自分が会社に勤
める場合も、役所に勤める時も、自分の身分を
はっきりと証明できました。多くの外地にあった
学校で学籍簿を持ち帰ることのできた学校は一校
もございません。これは、父の学生達への愛情と
思えます。父の意気込みで、学籍簿を持って来れ
たのです。私はいつも思うんですけれど、父の心
の中には 13 歳まで生活をした玉庭での祖先代々
の上杉武士・米沢の侍の教えが染み込んでます。
下の者を可愛がり、上の者を敬い、父親は厳しく、
母親は優しく、兄弟仲良くする、藩の教えそのも
のを大事に生きた人だったなと私は思うんです
よ。約束を守るし、喧嘩したって相手に必ず逃げ
道を作ってあげてましたし、怒ったとしても、相
手がまた再び立ち上がれるような道は必ず開けて
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わかおりました。武士の情の理る、瓶かい気持ちの男
でございました。
母との結婚も父にとり大変に良かったと思いま
す。山形だけの世界ではなくて、日本の隆々たる
時代の上流社会の生活も知り得ましたから。結婚
しました時の父の持ち物は、柳行李と股火鉢（書
生火鉢と申しますが） l 個と机と本棚だけだ、った
と母が申しておりました。母は女中を指図して、
父の柳行李の中よりどんぷく（綿入れ羽織）やド
テラを引っ張り出し、ほどき、洗って片付けてし
まったそうで、父はそれ以後、玉庭から送ってく
るどんぷくなどは取り上げられないよう、注意し
たそうです。母が亡くなりました後、私は父に母
のお召の着物でどんぷくを作ってあげました。た
て縞の紫の濃淡のお召で作りましたドテラを着た
父の姿は、粋な新派の役者のようでした。 92 歳
の頃の父に、私は尋ねました。「父様、どうやっ
て長生きおできになるの？」父はふふふんとおど
けて、「馬鹿な子を残して死ねないよ」と答えま
した。で、私はまた父に尋ねました「父様 60 歳
からお独りになっておしまいでしょ。何故、再婚
をなさらなかったの？」と。父は真顔になり、私
に顔を近づけて声をおとし、「あのなあ、お前の
お袋にいじめられて、結婚は l 皮でこりごりだ
よ」って申しました。私の母の我がままさに大変
だ、ったろうと思います。本当は大変にご自慢のワ
イフだ、ったんですが。
父が日本に戻りまして、まず第一番になしたこ
とは、同文書院の学生遠のための大学作りでした。
たった半年間で、無一文で、大学を作り上げてし
まいました。文部省の役人は、お金がなくても大
学が出来ることを初めて知ったと申し、父を畏敬
の念で見ておりましたよ。そうなんです。父の考
えに同協して下さった大勢の方々の協力により、
愛知大学は出来上がったのです。父の信用、信頼
は大きなものでした。
本間喜ーを表現するとすれば、父は時間をかけ
122 
ず、その時の一番良い方法で、一番確かな答を出
せる実行力を持った、心の温かな男で、ござ、いまし
た。死の床にあってもユーモアを忘れずにおりま
した。家族が心配そうに父の顔を覗き込みました
ら、「もう手遅れだよ」といたずらっぽい顔をし
てくれました。明治、大正、昭和の日本を生き抜
き、森羅万象を眺めてきた父の最期の眼差しに浮
かぶのは、幼き時の四季様々な古里の玉庭であっ
たと私は信じます。
今日はお暑い中、お出かけ下さりありがとうご
さやいました。
【司会】 殿岡先生、ありがとうご、ざ、いました。実
はここで、先ほど殿岡先生のお話にもございまし
た井上様がこちらにお越しになっています。井上
様から殿岡先生に花束の贈呈がございますので。
よろしければ前のほうへお越しください。どうぞ
中央へ、こちらへどうぞ。
【井上】 どうもお世話さまです。
【殿岡】 敗戦の時はもうお世話になりましたし、
あなたのおばあちゃまにもゲンノショウコをやか
んで煎じたのをすぐ飲ませていただきました。
【井上】 ありがとうございます。
【殿岡】 そっくりよ、おばあちゃまと。こんなに
きれいなものを頂戴して。
【井上】 父から本問先生とか殿岡先生のお話をよ
く子供の時聞かせていただいたんですよ。そして
I 度だけ本問先生が家に訪ねてきたことがあって、
未だ、に玄関に立ってる姿をすごく私覚えてます。
【殿岡】 すごかったでしょう。
【井上】 すご、かったです。こんな感じで…どなた
が来たのかな、なんて思ったことがありました。
今回こうやってお会いできることになってとても
感激しています。どうもありがとうございます。
【殿岡】 ありがとうございます。
【司会】 井上様ありがとうございました。ではこ
こで 10 分間休憩をとらせていただきます。
